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情報を求める脳内神経機構

東京工業大学

中村清彦

１．Active learningにおけるentropy最小化

２．サル脳内のentropy最小化の神経機構

Active learning

学習者研究者 反応

質問

少ないテスト（質問）回数で学習できるテスト（質問） 法は？

サルの選択行動課題
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サルはタスクBで情報量の多い点を選んだ。
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あいまいさ最小化に関連する
神経機構

中脳腹側部
エントロピー

Tanaka et al. 2006Fiorillo, Tobler & Schultz 2003

下側頭葉

カテゴリー表現

運動前野

背側部

情報量を表現する神経細胞活動
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情報量を表現する神経細胞集団の
活動

0 0.65 2.58
Expected information (bits)

1

0

0.5

Monkey A

Monkey B



2016/12/2

3

報酬の近さを表現する神経細胞活動
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各種類の神経細胞の割合

Neuron 
type

Task 
order

Number of 
neurons

Information-
measuring

Reward-
proximity-
coding

Others
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ACB
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55

43

12

50%
39%

11%

Total 110

まとめ

• サルは情報量の多い選択肢を選択した。

• この選択行動の間に、サル運動前野背側
部に情報量と相関のある神経活動が見つ
かった。

• 運動前野背側部には報酬の近さに相関す
る神経活動も存在した。

結論

運動前野背側部は情報量（エントロピー減
少量）の計算に関与することが示唆される。


